
1 特集： 心身論の射程と祈りの変容
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身
体
と
宗
教 

●

心
身
論
の
射
程
と
祈
り
の
変
容

棚
次
正
和

可
能
性
を
探
り
、
後
半
で
は
祈
り
と
し
て
の
心
身
変
容
を
も
視
野
に
収
め

う
る
よ
う
な
心
身
論
の
射
程
を
確
保
し
た
い
と
思
う
。

1	

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
心
身
論	

─
特
殊
な
イ
マ
ー
ジ
ュ「
私
の
身
体
」

ベ
ル
ク
ソ
ン
（H

enri Bergson, 1859-1941

）
は
心
身
の
区
別
を
空
間

の
函
数
で
は
な
く
、
時
間

0

0

の
函
数
と
し
て
打
ち
立
て
る
こ
と
を
試
み
た
。

空
間
の
函
数
と
し
て
捉
え
る
と
は
、
行
動

0

0

の
観
点
に
立
つ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
行
動
す
る
た
め
に
は
、
対
象
と
の
距
離
を
保
ち
、
対
象
に
働
き
か

け
る
た
め
の
足
場
を
築
い
て
、
流
動
す
る
現
実
を
諸
状
態
の
併
置
に
置
換

す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
知
性
は
、
時
間
の
空
間
化
、
運
動
の
不
動

心
身
論
は
、
類
型
的
に
は
心
身
分
離
説
と
心
身
統
合
説
に
大
別
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
前
者
で
は
心
は
身
体
か
ら
分
離
可
能
と
考
え
、
後
者
で
は

心
は
身
体
と
統
合
さ
れ
て
初
め
て
生
き
た
人
間
と
な
る
と
見
る
。
原
理
的

に
は
心
身
分
離
説
か
ら
は
心
（
魂
）
の
死
後
存
続
と
他
界
の
肯
定
が
導
か

れ
る
の
に
対
し
て
、
心
身
統
合
説
で
は
心
の
死
後
消
滅
と
他
界
の
否
定
が

導
か
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
両
説
の
帰
結
は
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
心
身
の

二
項
対
立
を
前
提
に
し
て
お
り
、
心
は
身
体
で
は
な
く

0

0

、
身
体
も
心
で
は

な
い

0

0

と
見
て
い
る
。
こ
の
心
身
論
の
前
提
的
理
解
そ
の
も
の
が
、
問
い
直

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
両
説
は
本
当
に
相
互
に
矛

盾
し
合
う
も
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
本
論
の
前
半
で
心
身
分
離
説
に
属
す

る
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
心
身
統
合
説
を
唱
え
る
マ
ル
セ
ル
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心

身
論
の
輪
郭
線
を
素
描
し
な
が
ら
、
心
身
論
の
認
識
枠
組
み
を
拡
張
す
る
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化
を
推
進
し
て
行
動
す
る
た
め
に
見
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
。
そ
の
行
動

0

0

の
習
慣
を

認
識

0

0

の
領
域
に
持
ち
込
む
こ
と
か
ら
、
幾
多
の
擬
似
問
題
が
生
じ
る
。
と

り
わ
け
厄
介
な
擬
似
問
題
は
、
非
延
長
と
延
長
の
空
間
的
対
立
、
質
と
量

の
時
間
的
対
立
、
そ
し
て
自
由
と
必
然
の
因
果
的
対
立
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
心
身
を
時
間

0

0

の
函
数
と
し
て
捉
え
る
と
は
、
心
身
を
持
続
の
相

0

0

0

0

の
下
に

0

0

0

見
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
行
動
指
向
の
認
識
態
勢

を
一
旦
解
除
し
て
、
対
象
固
有
の
持
続
に
共
振
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま

り
、
見
る
た
め
に
見
る

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
直
観
の
働
き
に
復
帰
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
時
間
は
予
見
不
可
能
な
内
的
持
続
で
あ
り
、「
存
在
が
事
物
の

流
れ
の
リ
ズ
ム
か
ら
自
由
に
な
っ
て
、
ま
す
ま
す
深
く
未
来
に
影
響
を
及

ぼ
す
た
め
に
、
ま
す
ま
す
過
去
を
保
持
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
内
的

力）
1
（

」
で
あ
り
、
特
殊
な
意
味
で
の
記
憶
力
（m

ém
oire

）
で
あ
る
。
こ
う

し
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
知
性
が
虚
構
し
た
非
延
長
と
延
長
の
対
立
か
ら

は
拡
が
り

0

0

0

（extension

）
を
、
質
と
量
の
対
立
か
ら
は
緊
張

0

0

（tension

）

を
、
そ
し
て
自
由
と
必
然
の
対
立
か
ら
は
意
志
の
不
確
定
性

0

0

0

0

0

0

0

を
回
復
さ
せ

る
。
不
可
分
な
精
神
と
分
割
可
能
な
身
体
は
、
直
角
に
交
叉
す
る
二
本
の

レ
ー
ル
の
よ
う
に
連
結
し
難
い
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
柔
軟
な
概
念
を
支

点
に
し
て
十
字
路
を
曲
が
る
電
車
の
よ
う
に
一
方
か
ら
他
方
へ
と
移
行
す

る
の
で
あ
る
。

『
物
質
と
記
憶
』
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
心
身
問
題
を
精
神
と
物
質
の
接

合
点
で
あ
る
記
憶
力
、
と
り
わ
け
言
葉
の
聴
覚
的
記
憶
力
の
問
題
と
し
て

論
究
し
た
著
作
で
あ
る
。
冒
頭
で
、
存
在
す
る
も
の
は
全
て
、
眼
前
の

形
像
も
意
識
の
心
像
も
イ
マ
ー
ジ
ュ

0

0

0

0

0

（im
age

）
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
る
。

そ
れ
は
観
念
論
者
が
言
う
表
象
以
上

0

0

0

0

だ
が
、
実
在
論
者
が
言
う
事
物
以
下

0

0

0

0

で
あ
る
。
宇
宙
は
自
然
法
則
に
従
っ
て
常
に
互
い
に
受
け
た
作
用
に
反
作

用
を
返
し
合
う
恒
常
的
な
因
果
関
係
が
支
配
す
る
が
、
そ
の
イ
マ
ー
ジ
ュ

の
総
体
の
中
で
反
作
用
を
遅
延
さ
せ
、
反
作
用
の
仕
方
が
選
択
で
き
る

特
殊
な
イ
マ
ー
ジ
ュ
が
あ
る
。
そ
れ
が
「
私
の
身
体
（m

on corps

）」
で

あ
る
。
現
実
の
知
覚
か
ら
主
観
的
要
素
（
つ
ま
り
記
憶
と
感
情
）
を
取
り

除
い
た
「
純
粋
知
覚
（perception pure

）」
の
レ
ベ
ル
で
は
、
物
質
（
宇

宙
）
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
が
相
互
に
作
用
・
反
作
用
を
返
し
合
う
中
で
、「
私

の
身
体
」
は
、
現
実
的
行
動
の
形
で
物
質
界
の
必
然
の
リ
ズ
ム
に
時
間
的

遅
延
を
挿
入
す
る
と
と
も
に
、
可
能
的
行
動
の
形
で
周
囲
の
対
象
を
利
害

関
係
に
応
じ
て
空
間
的
に
階
梯
づ
け
る
。「
現
在
の
内
に
没
入
し
て
お
り
、

あ
ら
ゆ
る
形
態
の
記
憶
力
を
除
去
す
る
こ
と
で
、
物
質
に
つ
い
て
直
接
的

か
つ
瞬
間
的
直
観
を
獲
得
し
得
る
知
覚（

2
）」

と
し
て
の
「
純
粋
知
覚
」
で
は
、

「
私
の
身
体
を
取
り
巻
く
諸
対
象
は
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
私
の
身
体
の
可

能
的
な
行
動
を
反
射
し
て
い
る（

3
）」。

物
質

0

0

と
物
質
の
知
覚

0

0

0

0

0

と
の
隔
た
り
は
、

現
存

0

0

（présence

）
と
表
象

0

0

（représentation

）
と
の
隔
た
り
で
あ
る
か

ら
、
表
象
さ
れ
る
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
、
現
存
す
る
イ
マ
ー
ジ
ュ
へ
の
付
加
で

は
な
く
、
逆
に
そ
の
減
少
な
の
で
あ
る
。

で
は
、「
私
の
身
体
」
に
感
情
と
記
憶
を
回
復
さ
せ
る
と
、
ど
う
な
る

か
。「
私
の
身
体
」
が
知
覚
す
べ
き
対
象
と
な
る
と
き
、
知
覚
が
現
実
的

作
用
と
な
っ
て
感
情
が
成
立
す
る
。
イ
マ
ー
ジ
ュ
を
現
実
に
内
面
か
ら
知

覚
す
る
の
が
、
感
情
的
知
覚
で
あ
る
。
ま
た
、
記
憶
力
は
、
現
在
の
中
に

過
去
を
押
し
入
れ
、
持
続
の
多
数
の
瞬
間
を
唯
一
の
直
観
に
収
縮
す
る
と
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い
う
二
重
の
働
き
が
あ
り
、
権
利
上
は
物
質
を
そ
れ
自
体
で
知
覚
す
る
が
、

事
実
上
は
我
々
の
内
で
知
覚
す
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
自
ら
の
仮
説
の
是
非
を
問
う
べ
く
、
経
験
的

検
証
に
取
り
か
か
っ
た
の
は
、
次
の
三
つ
の
命
題
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

（
1
）
過
去
は
異
な
っ
た
二
つ
の
形
式
の
下
で
残
存
す
る
。（
2
）
現
在
の

対
象
の
再
認
は
、
そ
れ
が
対
象
に
由
来
す
る
と
き
に
は
運
動
に
よ
っ
て
行

な
わ
れ
、
主
体
か
ら
出
る
と
き
に
は
表
象
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。（
3
）

人
は
時
間
に
沿
っ
て
配
列
さ
れ
る
記
憶
か
ら
、
生
ま
れ
か
け
の
或
い
は
可

能
的
な
行
動
を
空
間
の
中
に
描
く
運
動
へ
と
お
の
ず
か
ら
の
推
移
の
内
に

移
行
す
る
。
脳
の
損
傷
は
こ
の
運
動
を
冒
す
け
れ
ど
も
、
記
憶
自
体
を
冒

す
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ら
三
命
題
の
検
証
に
関
し
て
、（
1
）
に
つ
い
て

は
、
反
復
に
よ
り
獲
得
さ
れ
る
「
習
得
さ
れ
た
記
憶
」
と
一
切
の
出
来
事

を
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
形
で
記
録
す
る
「
自
発
的
記
憶
」
の
二
種
類
の
記
憶
を

識
別
し
、
前
者
が
過
去
を
身
体
の
運
動
機
構
の
中
に
定
着
さ
せ
て
現
在
の

状
況
へ
の
正
確
な
適
応
を
保
証
す
る
こ
と
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は

現
在
の
状
況
に
類
似
し
た
状
況
の
前
後
に
起
き
た
事
象
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
を

提
示
し
て
そ
の
選
択
に
光
を
当
て
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
、（
2
）
に
つ
い

て
は
、「
自
動
的
再
認
」
と
「
注
意
的
再
認
」
の
二
種
類
の
形
式
が
存
在

し
、
そ
れ
ゆ
え
再
認
の
疾
患
に
も
知
覚
と
随
伴
運
動
の
絆
の
破
壊

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
、
過0

去
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
喚
起
不
能

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
二
形
式
が
存
在
す
る
こ
と
、（
3
）
に

つ
い
て
は
、
再
認
の
疾
患
は
「
自
動
的
注
意
の
感
覚
運
動
機
構
」
か
「
有

意
的
注
意
の
表
象
機
構
」
が
冒
さ
れ
る
こ
と
に
原
因
が
あ
る
こ
と
を
、
ベ

ル
ク
ソ
ン
は
論
じ
て
い
る
。

一
般
に
、
判
明
な
知
覚
は
、
外
的
対
象
に
由
来
す
る
求
心
的
流
れ
と
、

純
粋
記
憶
を
出
発
点
と
す
る
遠
心
的
流
れ
と
の
合
流
点
に
形
成
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
再
認
の
過
程
は
、
観
念
か
ら
知
覚
へ
と
進
む
遠
心
的
流
れ
に

こ
そ
存
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。
知
覚
と
記
憶
の
本
性
上
の
相
違
は
、
私0

の
現
在

0

0

0

が
直
接
的
過
去
の
知
覚
と
し
て
の
感
覚

0

0

と
直
接
的
未
来
の
限
定

と
し
て
の
運
動

0

0

と
が
結
び
つ
い
た
体
系
か
ら
な
り
、「
私
の
身
体
に
つ
い

て
持
つ
意
識
」
と
し
て
私
を
行
動
へ
と
促
す
の
に
対
し
て
、
純
粋
記
憶

0

0

0

0 

（souvenir pur

） 

の
方
は
拡
が
り
が
な
く
無
力
で
あ
る
た
め
、
そ
の
ま
ま

で
は
感
覚
（
つ
ま
り
現
在
）
に
与
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ

の
純
粋
記
憶
の
無
力
さ
が
、
記
憶
の
全
面
的
な
保
存
に
関
わ
る
わ
け
で
あ

る
。ベ

ル
ク
ソ
ン
が
掲
げ
た
図
に
従
え
ば
、
精
神
生
活
は
、
夢
の
平
面
〔
純

粋
記
憶
〕
と
行
動
の
平
面
〔
感
覚=

運
動
状
態
〕
の
両
極
間
を
浮
動
し

つ
つ
、
無
限
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
奏
で
て
い
る
。
記
憶
力
は
円
錐
全
体

で
示
さ
れ
、
円
錐
の
切
断
面
は
記
憶
力
の
収
縮
と
拡
張
に
よ
っ
て
生
ま
れ

る
可
能
的
状
態
を
指
し
て
い
る
。
記
憶
力
は
収
縮
す
る
に
つ
れ
て
共
通
の

形
式
を
獲
得
し
、
拡
張
す
る
に
つ
れ
て
個
人
的
な
形
式
を
帯
び
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
過
去
の
中
で
記
憶
を
局
限
す
る
過
程
は
、
拡
張
の
努
力
に
よ
っ
て

記
憶
の
星
雲
か
ら
光
輝
を
放
つ
記
憶
を
見
つ
け
る
こ
と
に
等
し
い
。
こ
う

し
て
、
頂
点
を
下
に
倒
立
す
る
円
錐
の
よ
う
に
、
全
体
は
感
覚=

運
動

機
構
へ
収
縮
し
な
が
ら
、
現
実
の
生
は
身
体
に
よ
っ
て
強
く
条
件
づ
け
ら

れ
る
〔
図
1
〕。

以
上
の
考
察
か
ら
導
か
れ
る
一
般
的
結
論
は
、
身
体
（
脳
）
は
精
神
生
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し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
心
身
論
は
、
二
つ
の
論
文
「
脳
と
思
考
」

「
心
と
身
体
」
で
も
展
開
さ
れ
て
い
る（

4
）。

そ
の
二
篇
で
論
究
さ
れ
た
の
は
、

心
身
並
行
論
と
い
う
一
七
世
紀
の
形
而
上
学
的
仮
説
を
一
八
世
紀
の
生
理

学
や
心
理
学
が
科
学
的
準
則
の
如
く
説
明
に
利
用
し
た
こ
と
、
脳
は
「
思

考
の
器
官
で
も
感
覚
や
意
識
の
器
官
で
も
な
い
。
脳
は
意
識
や
感
情
や
思

考
を
現
実
の
生
に
向
か
っ
て
緊
張
さ
せ
て
い
る
も
の
、
し
た
が
っ
て
有
効

な
行
動
を
可
能
に
さ
せ
て
い
る
も
の（

5
）」

で
あ
り
、
生
へ
の
注
意

0

0

0

0

0

の
器
官
で

あ
る
こ
と
、
心
（
魂
）
の
働
き
は
身
体
（
脳
）
の
働
き
の
外
に
溢
れ
出
て

い
る
蓋
然
性
さ
え
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
人
間
の
心
身
関
係
を
眺

め
る
視
座
は
、『
創
造
的
進
化
』
や
『
道
徳
と
宗
教
の
二
源
泉
』
の
認
識

枠
組
み
の
中
で
は
、
生
物
進
化
や
人
間
の
社
会
現
象
や
宇
宙
の
全
体
像
を

俯
瞰
す
る
ほ
ど
の
拡
が
り
と
奥
行
き
を
獲
得
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の

こ
と
は
、
哲
学
的
直
観
、
創
造
的
情
動
、
意
志
の
予
見
不
可
能
性
な
ど
ベ

ル
ク
ソ
ン
哲
学
の
根
本
観
念
に
よ
っ
て
、
例
の
倒
立
円
錐
を
補
完
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ま
ず
、
生
へ
の
注
意

0

0

0

0

0

に
お
い
て
、
注
意
さ
れ
る
べ
き
生
と
は
、
身
体
的

生
、
心
理
的
生
、
精
神
（
霊
性
）
的
生
な
ど
多
重
的
な
次
元
を
有
す
る
は

ず
で
あ
る
。
生
は
持
続
の
緊
張
度
に
応
じ
て
幾
重
に
も
分
節
さ
れ
た
現
実

世
界
を
内
蔵
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
ゆ
え
、
円
錐
内
部
に
幾
つ
か
の
円

錐
が
同
心
円
状
に
折
り
込
ま
れ
た
図
形
が
描
か
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う

し
た
多
次
元
の
生

0

0

0

0

0

へ
の
注
意
、
並
び
に
多
次
元
の
生

0

0

0

0

0

の
次
元
を
成
立
可
能

な
ら
し
め
て
い
る
も
の
、
要
す
る
に
「
生
の
根
源
」
や
「
人
間
の
存
在
根

matière

souvenir pur

perception pure

図１　ベルクソンの倒立円錐

活
を
行
動
へ
方
向
づ
け
る
こ
と
を
本
質
的
機
能
と
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
身

体
は
表
象
に
対
し
て
は
た
だ
選
択
の
道
具
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
知
覚
に
関

し
て
は
我
々
が
影
響
を
持
つ
物
質
の
部
分
と
局
面
を
標
示
す
る
こ
と
、
記

憶
力
に
関
し
て
は
現
在
の
状
況
を
照
ら
す
有
用
な
記
憶
を
選
択
し
て
判
明

な
意
識
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
実
の
記
憶
表
象
や
感
情

や
意
志
は
、
二
つ
の
極
限
、
す
な
わ
ち
「
純
粋
知
覚
」
と
「
純
粋
記
憶
」

の
間
で
働
い
て
い
る
。
現
在
の
知
覚
で
さ
え
過
去
の
記
憶
表
象
が
既
に
融

合
し
て
お
り
、
過
去
の
記
憶
が
現
実
化
す
る
遠
心
的
流
れ
に
、
知
覚
が
現

在
の
身
体
運
動
に
連
動
す
る
逆
方
向
の
求
心
的
流
れ
が
合
流
し
、
そ
の
渦

巻
く
動
態
全
体
の
方
向
性
を
生
へ
の
注
意

0

0

0

0

0

（attention à la vie

）
が
制
約
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拠
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
究
極
の
実
在
の
働
き
を

「
生
の
躍
動
（élan vital

）」
や
「
愛
の
躍
動
（élan d ’am

our

）」
と
い
う

表
現
で
示
唆
し
た
。
神
秘
家
や
聖
人
を
貫
流
す
る
創
造
原
理
、
彼
等
の
人

格
に
体
現
さ
れ
た
愛
の
躍
動
は
、
権
利
上
は
ど
の
個
人
に
も
等
し
く
働
い

て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
倒
立
円
錐
の
底
辺
は
、
根
源
的
な

躍
動
に
貫
か
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
〔
図
2
〕。

図 2　補完された倒立円錐（立面図）

【過去】

【現在】
【未来】

élan d’amour
élan vital

2	

マ
ル
セ
ル
の
心
身
論	

─
存
在
と
所
有
の
境
界
地
帯
と
し
て
の「
私
の
身
体
」

マ
ル
セ
ル
（Gabriel M

arcel, 1889-1973

）
が
心
身
論
を
扱
う
立
場
は
、

具
体
哲
学
（philosophie concrète

）
の
そ
れ
で
あ
る
。
具
体
哲
学
は
、

こ
こ
で
い
ま
哲
学
す
る
こ
と
（philosopher hic et nunc

）
か
ら
離
れ
ず
、

現
実
に
捕
ら
え
ら
れ
る
、
或
い
は
現
実
に
確
固
た
る
手
が
か
り
を
つ
け
る

こ
と
に
専
念
す
る
。
こ
こ
で
言
う
現
実
と
は
、
何
よ
り
も
実
存
的
現
実
で

あ
り
、
驚
き
と
い
う
原
感
情
に
最
初
に
襲
わ
れ
る
の
も
、
こ
の
実
存
的
事

実
、
つ
ま
り
「
世
界
に
あ
る
事
実
（fait d ’être au m

onde

）」
で
あ
る
。

実
存
す
る
こ
と
、
実
存
す
る
も
の
と
し
て
の
自
己
意
識
、
身
体
に
結
び

つ
い
た
も
の
と
し
て
の
自
己
意
識
、
こ
れ
ら
は
実
際
上
切
り
離
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
内
外
の
区
別
が
失
効
す
る
よ
う
な
実
存
の

事
態
を
、
マ
ル
セ
ル
は
状
況
（situation

）
や
現
存
（présence

）
の
特
質

と
見
て
い
る
。
実
存
は
「
私
自
身
へ
の
私
の
有
機
的
精
神
的
現
存
」
だ

が
、
そ
れ
は
「
私
の
現
在
の
実
存
と
の
関
係
に
対
し
て
秩
序
づ
け
ら
れ

る
全
て
の
連
鎖
が
配
分
さ
れ
る
磁
場（

6
）」、

つ
ま
り
世
界
へ
の
私
の
現
存
と

不
可
分
な
全
体
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
実
存
的
全
体
の
中
心
が
、「
受

肉
（incarnation

）」
と
も
「
私
の
身
体
（m

on corps

）」
と
も
呼
ば
れ
る
。

従
っ
て
、
マ
ル
セ
ル
が
「
私
の
身
体
」
に
盛
り
込
む
意
味
内
容
は
、
通
常

の
身
体
観
よ
り
も
遥
か
に
不
透
明
な
厚
み
が
あ
る
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
我
々
の
経
験
的
事
実
が
単
に
そ
こ
に
あ
る
事
実

0

0

0

0

0

0

0

以
上
の
も
の
と
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な
り
、
世
界
に
あ
る
事
実

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
の
内
面
的
全
体
と
な
る
の
は
、
そ
れ
が

こ
こ
で
い
ま
生
き
て
い
る
実
存
的
磁
場
に
捕
ら
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
事
態
を
裏
返
せ
ば
、
経
験
的
事
実
が
固
有
の
反
射
力
を
発
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。「
私
の
身
体
」
は
、「
そ
れ
に
よ
っ
て
実
存
す
る
も
の

が
私
に
据
え
置
か
れ
、
ま
た
実
存
と
非
実
存
と
の
境
界
が
立
て
ら
れ
る
指

標）
7
（

」
で
あ
る
。「
私
の
身
体
」（「
受
肉
」）
は
、
形
而
上
学
の
中
心
的
所
与
、

身
体
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
存
在
の
状
況
、
自
分
自
身
に

不
透
明
な
所
与
等
々
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。「
私
の
身
体
」
は
、
確
か
に

自
分
自
身
に
不
透
明
な
所
与
だ
が
、
こ
の
実
存
的
事
実
を
否
定
す
れ
ば
、

自
分
自
身
の
存
在
条
件
の
解
体
を
招
く
よ
う
な
実
存
的
に
疑
い
を
容
れ
ぬ

も
の
で
あ
る
。「
単
に
私
の
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
私
を
私
自
身
に

し
て
い
る
逆
説
的
状
況
を
可
能
な
限
り
明
確
に
認
知
す
る
こ
と（

8
）」、

こ
こ

に
真
正
の
哲
学
の
使
命
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
受
肉
」
は
、
こ
こ
で
い
ま

0

0

0

0

0

現
存
す
る
実
存
的
全
体
の

中
心
で
あ
る
。
そ
れ
は
他
の
誰
で
も
な
い
、「
私
の

0

0

身
体
」
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
対
象
化
と
一
般
化
を
梃
子
に
前
進
す
る
科
学
的
認
識
の
場
で

は
、
私
の

0

0

と
い
う
所
有
性
は
捨
象
さ
れ
、
他
と
同
類
の
身
体
の
一
つ
と
見

な
さ
れ
る
。「
私
の
身
体
」
は
、「
私
」
と
「
身
体
」
に
分
断
さ
れ
て
不
透

明
な
厚
み
を
失
う
。
そ
し
て
、
眼
前
の
光
景
を
傍
観
す
る
「
認
識
主
観
」

と
外
界
の
出
来
事
を
情
報
と
し
て
感
覚
に
翻
訳
す
る
受
信
・
伝
達
・
発
信

の
体
系
で
あ
る
「
身
体
─

対
象
（corps-objet

）」
が
立
て
ら
れ
る
。
し
か

し
、
実
存
的
事
実
に
即
す
な
ら
ば
、「
私
の
身
体
」
は
、
実
存
の
中
心
指

標
と
し
て
の
「
身
体
─

主
体
（corps-sujet

）」「
媒
介
不
可
能
な
直
接
性
」

に
他
な
ら
な
い
。

「
実
存
」
は
、
上
述
し
た
「
受
肉
」
以
外
に
、「
巡
歴
（itinéraire

）」

の
視
座
か
ら
も
捉
え
返
さ
れ
る
。
経
験
が
生
け
る
中
心
に
磁
化
さ
れ
た
生

成
過
程
で
あ
る
限
り
、
過
去
や
未
来
は
、
そ
の
実
存
的
磁
場
の
中
に
呼
び

か
け
と
し
て
蘇
生
し
う
る
、
或
い
は
将
来
し
う
る
可
能
性
を
秘
め
た
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
実
存
的
経
験
は
、
我
々
が
そ
れ
を
内
面
的
に
掘
り
下

げ
る
途
上
で
仰
ぎ
見
ら
れ
る
、
い
わ
ば
約
束
の
地

0

0

0

0

な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

遠
望
さ
れ
な
が
ら
、
郷
愁
と
と
も
に
こ
こ
で
い
ま

0

0

0

0

0

現
存
す
る
。
こ
う
し
た

距
離
と
現
存
が
共
存
す
る
実
存
的
経
験
の
途
上
性
が
、「
巡
歴
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
マ
ル
セ
ル
に
よ
る
人
間
規
定
は
、
何

よ
り
も
旅
人
（hom

o viator

）
で
あ
る
。
人
間
は
、
絶
対
に
放
棄
し
え
な

い
「
受
肉
」
と
化
し
て
約
束
の
地

0

0

0

0

を
仰
ぎ
見
な
が
ら
世
界
を
「
巡
歴
」
す

る
旅
人
な
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
受
肉
」
と
「
巡
歴
」
の
二
つ
の
視
座
か
ら
把
捉
さ
れ
た

「
実
存
」
は
、「
存
在
と
所
有
の
境
界
地
帯（

9
）」

と
し
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
拡

張
さ
れ
た
認
識
枠
組
み
の
中
に
置
き
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
実
存
」

に
対
す
る
「
存
在
」
と
「
所
有
」
の
関
係
と
は
、
如
何
な
る
も
の
だ
ろ
う

か
。
在
る
（être

）
と
持
つ
（avoir

）
は
、
西
欧
語
の
中
で
も
最
重
要
で

最
頻
出
の
動
詞
に
数
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
前
者
が
論
理
学
や
形
而
上
学
で

媒
辞
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
後
者
は
余
り
に

身
近
す
ぎ
る
た
め
に
意
図
的
に
考
察
が
回
避
さ
れ
て
き
た
節
が
あ
る
。
マ

ル
セ
ル
は
、
こ
の
「
所
有
」
へ
の
反
省
を
通
し
て
「
内
と
外
の
緊
張
」
と

「
自
己
と
他
者
の
対
極
性
」
と
い
う
二
つ
の
公
式
を
取
り
出
し
て
い
る（

10
）。
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所
有
の
事
態
で
発
生
し
て
い
る
の
は
、「
内
属
の
、
或
い
は
懸
念
の
中

心
と
見
な
さ
れ
た
或
る
何
者
か
（qui

）
に
関
係
づ
け
ら
れ
た
或
る
何
か

（quid

）
（（
（

）」
の
二
元
的
対
立
で
あ
る
。
何
者
か
は
何
か
に
対
し
て
何
ら
か
の

超
越
を
示
し
、
権
力
を
所
有
す
る
が
、
こ
の
何
者
か
が
私
自
身
で
あ
り
、

何
か
が
私
の
身
体
で
あ
る
状
況
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
の
が
、「
所
有
」

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
切
の
所
有
の
原
型
は
、「
私
は
私
の
身
体
を
持
っ

て
い
る
（J ’ai m

on corps
）」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
内
と
外
の
緊
張
関
係

は
、
自
分
の
手
許
に
持
つ
こ
と
が
同
時
に
他
者
か
ら
隠
す
こ
と
で
も
あ
る

よ
う
な
、
自
己
と
他
者
と
の
陰
湿
な
張
り
合
い
に
巻
き
込
ま
れ
ざ
る
を
え

な
い
。
で
は
、「
自
己
と
他
者
の
対
極
性
」
に
お
け
る
自
己
は
、
如
何
に

確
立
さ
れ
る
の
か
。
マ
ル
セ
ル
は
、
野
原
で
花
を
摘
ん
だ
子
供
の
場
合
を

例
に
引
く
。
子
供
は
母
親
に
「
こ
れ
を
摘
ん
だ
の
は
、
僕
だ
よ
」
と
得
意

気
に
話
す
に
違
い
な
い
。「
僕
だ
よ
（C

’est m
oi

）」
は
、
注
目
や
称
賛
を

呼
び
集
め
る
と
と
も
に
、
他
の
誰
で
も
な
い
「
私
」
だ
と
い
う
排
他
性
を

含
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
一
方
で
自
己
満
足
の
共
鳴
者

0

0

0

0

0

0

0

0

の
他
者
と
競
争
相

0

0

0

手0

の
他
者
が
二
重
に
現
存
す
る
こ
と
で
、「
自
己
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
自
己
」
の
日
常
的
な
有
り
様
は
、
成
長
過
程
で

不
安
や
苦
悩
を
伴
い
な
が
ら
、
執
着
と
関
心
が
漸
減
す
る
同
心
円
的
領
域

に
応
じ
て
配
置
さ
れ
た
精
神
空
間
の
中
核
と
な
る
。「
自
己
」
は
「
私
の

身
体
が
厚
み
を
帯
び
て
硬
化
し
た
も
の
、
恐
ら
く
は
そ
の
明
ら
か
に
精

神
化
さ
れ
自
乗
化
さ
れ
た
一
種
の
表
現（

12
）」

で
あ
り
、
不
随
意
性
が
全
身
を

覆
っ
て
い
る
。
こ
の
硬
直
し
た
自
他
の
関
係
が
持
つ
偶
然
的
性
格
が
暴
か

れ
る
と
き
、「
私
は
他
者
と
内
面
的
に
交
わ
る
ほ
ど
、
つ
ま
り
他
者
が
私

に
と
っ
て
汝
と
な
る
に
従
っ
て
、
初
め
て
私
自
身
と
も
交
わ
る）

（1
（

」
よ
う
な
、

我
と
汝
が
現
存
し
合
う
「
相
互
主
体
性
（intersubjectivité

）」
が
開
か

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
存
在
」
と
同
一
視
は
で
き
な
い
が
、「
存
在

へ
と
向
か
う
思
考
は
、
同
時
に
自
分
の
周
り
に
こ
の
相
互
主
体
的
現
存
を

回
復
す
る（

14
）」

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
存
在
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
存
在
（être

）
は
、

存
在
す
る
こ
と
（fait d ’être

）
か
、
そ
れ
と
も
存
在
す
る
も
の
（étant

）

か
と
い
う
用
語
上
の
曖
昧
さ
を
帯
び
た
語
で
あ
る
。
存
在
す
る
も
の

0

0

0

0

0

0

を
存0

在
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

と
し
て
定
義
さ
せ
る
も
の
は
、
何
だ
ろ
う
か
。
分
解
不
可
能

な
「
存
在
」
の
実
在
性
は
、
そ
れ
に
対
す
る
一
視
点
が
論
理
的
平
面
に
移

し
変
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
述
語
判
断
を
何
処
ま
で
も
超
え
て
い
る
。
こ

の
「
私
の
実
存
」
と
「
私
の
存
在
」
と
の
連
関
こ
そ
が
、
存
在
論
的
探
究

の
中
心
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
マ
ル
セ
ル
が
「
呼
び
名
は
愛
の
行
為
と
分

離
で
き
な
い（

15
）」

と
語
る
意
味
は
、
存
在
の
名
を
呼
ぶ
行
為
は
、
そ
の
存
在

に
全
体
の
中
で
帰
属
す
る
場
所
を
印
づ
け
る
こ
と
だ
か
ら
、
相
互
主
体
的

磁
場
の
中
で
し
か
成
立
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
磁
場
は
、
真

理
へ
の
愛
や
対
話
の
精
神
で
築
か
れ
た
「
叡
智
の
場
」「
理
念
的
共
同
体
」

で
あ
る
と
と
も
に
、「
存
在
」
に
眼
差
し
を
向
け
る
我
々
自
身
の
内
に
開

か
れ
る
存
在
論
的
構
造
で
も
あ
る
。「
実
存
」
と
「
存
在
」
は
相
互
に
還

元
不
可
能
で
あ
り
、「
実
存
」
は
「
存
在
」
の
一
つ
の
特
殊
例
で
も
な
け

れ
ば
、「
存
在
」
に
至
る
一
つ
の
手
段
で
も
な
い
。
光
が
自
ら
照
ら
す
も

の
の
媒
介
に
よ
っ
て
の
み
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
、「
存
在
」
は
「
実
存
」

を
照
ら
す
も
の
と
し
て
の
み
自
ら
を
認
識
す
る
の
で
あ
る
。「
実
存
」
と
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「
存
在
」
に
は
、
こ
の
人
生
で
は
埋
め
ら
れ
な
い
間
隙
が
あ
る
以
上
、
我

在
り
（je suis

）
の
肯
定
は
、
謙
虚
と
畏
敬
と
感
嘆
が
同
時
に
支
配
す
る

調
子
で
呟
か
れ
る
べ
き
で
あ
る（

16
）。

信
仰
と
理
性
の
敷
居
に
踏
み
止
ま
る

マ
ル
セ
ル
は
、
こ
う
し
て
実
存
を
掘
り
下
げ
る
過
程
で
、
我
想
う
（je 

pense

）
の
形
而
上
学
的
自
閉
と
は
反
対
の
我
等
在
り
（nous som

m
es

）

の
形
而
上
学
的
共
在
の
場
へ
と
確
か
に
抜
け
出
た
の
で
あ
る
。

3 -1

	

祈
り
そ
れ
自
体
の
変
容	

─
祈
り
の
ネ
ガ
か
ら
祈
り
の
ポ
ジ
へ

さ
て
、
心
身
論
は
、
心
身
の
恒
常
的
な
関
係
と
と
も
に
、
心
身
の
変0

容0

を
も
視
野
に
入
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
心
身
の
変
容
と

は
、
既
存
の
心
身
関
係
が
一
旦
解
除
さ
れ
て
根
源
的
に
再
編
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
再
編
に
お
い
て
は
、
思
考
・
感
情
・
意
志
の
変
容

と
身
体
の
変
容
が
不
可
分
に
絡
み
合
う
と
予
想
さ
れ
る
。
心
身
変
容
を
考

察
す
る
た
め
の
一
つ
の
通
路
と
し
て
、
以
下
で
は
「
祈
り
」
の
実
践
に
着

目
し
て
み
た
い
。
祈
り
の
変
容
に
は
、
実
は
二
重
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ

は
「
祈
り
そ
れ
自
体
の
変
容
」
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
「
祈
り
と
し
て
の

心
身
変
容
」
で
あ
る
。

「
祈
り
そ
れ
自
体
の
変
容
」
に
関
し
て
ま
ず
考
慮
す
べ
き
は
、
祈
り

0

0

と

祈
り
な
ら
ざ
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

と
の
峻
別
で
あ
る
。
祈
り
ほ
ど
誤
解
に
ま
み
れ
た
言

葉
も
な
い
。
祈
り
で
連
想
す
る
の
は
、
神
仏
へ
の
懇
願
や
請
願
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
人
知
を
超
え
た
超
越
者
に
向
け
ら
れ
た
願
い

0

0

で
あ
る
。
こ
の
種
の

願
い
を
祈
り
と
同
一
視
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
は
否
め
な
い
。prayer, 

prière, Gebet

な
ど
西
欧
の
原
語
を
翻
訳
す
る
際
に
、
祈
り
、
祈
禱
と

い
う
訳
語
を
当
て
て
き
た
こ
と
も
、
こ
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
た
に
違
い

な
い
。
西
欧
の
原
語
が
含
む
懇
願
の
意
味
合
い
が
、
訳
語
「
祈
り
」
に
薫

習
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
祈
り
と
願
い
の
同
一
視
は
、
祈
り
と
瞑

想
を
併
置
す
る
分
類
法
に
よ
っ
て
も
増
強
さ
れ
て
き
た
。
キ
リ
ス
ト
教
文

〈incarnation〉
J’ai mon corps.

AVOIR

ÊTRE

EXISTENCE

図 3　実存・存在・所有

Nous sommes.
〈itinéraire〉
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化
圏
で
は
、prayer

が
呼
び
か
け
る
意
が
強
い
の
に
対
し
、m

editation
は
聴
き
従
う
意
が
優
勢
で
あ
る
。prayer

は
、
神
へ
の
請
願
の
色
調
が

濃
厚
で
あ
る
。
問
う
べ
き
は
、
正
に
そ
の
「
祈
り
は
願
い
」
と
す
る
通
俗

的
な
祈
り
理
解
の
是
非
で
あ
る
。
そ
れ
故
ま
ず
、
祈
り
な
ら
ざ
る
も
の
、

つ
ま
り
祈
り
の
ネ
ガ

0

0

（
陰
画
）
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
祈
り
固
有

の
輪
郭
線
を
裏
側
か
ら
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
み
よ
う（

17
）。

祈
り
の
ネ
ガ

0

0

の
典
型
例
は
、「
願
い
」「
呪ま

じ
な

い
・
念
力
」「
心
の
内
な
る

出
来
事
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
願
い
」
は
、
現
世
利
益
の
た
め
の
願

望
で
あ
る
か
ら
、
菩
薩
の
誓
願
や
世
界
平
和
の
願
い
な
ど
は
含
ま
な
い
。

「
願
い
」
で
は
、
欠
乏
欲
求
・
欲
望
が
動
力
源
で
あ
り
、
自
我
が
行
為
の

起
点
と
な
っ
て
生
じ
る
。
欲
求
が
充
足
さ
れ
る
や
、
次
の
欲
求
が
湧
き
起

こ
る
と
い
う
悪
循
環
が
生
じ
る
。
そ
う
し
た
自
我
の
欲
望
と
そ
れ
に
伴
う

執
着
が
、
願
い
に
は
深
く
根
を
降
ろ
し
て
お
り
、
し
か
も
願
う
側
に
極
端

に
低
い
自
己
評
価
と
無
力
感
が
漂
う
。
し
か
し
、
祈
り
は
、
そ
の
よ
う
な

願
い
と
は
全
く
次
元
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。

「
呪ま

じ
な
い
・
念
力
」
も
、
そ
の
効
験
を
期
待
す
る
心
情
に
自
我
の
欲
望
が

絡
み
つ
く
が
、
神
仏
よ
り
も
、
宇
宙
に
遍
在
す
る
半
人
格
的
な
力
が
想
定

さ
れ
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
呪
い
の
威
力
や
想
念
の
力
で
利
用
し
よ
う
と

す
る
意
図
が
あ
る
。
呪
術
的
な
行
為
は
、
感
染
呪
術
で
あ
れ
、
類
感
呪

術
で
あ
れ
、
人
格
的
な
神
仏
と
し
て
表
象
さ
れ
る
以
前
の
半
精
神
的
半
物

理
的
な
霊
威

─
マ
ナ
、
オ
レ
ン
ダ
、
氣
、
プ
ラ
ー
ナ
な
ど
と
称
さ
れ

る

─
を
引
き
寄
せ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
祈
り
は
呪
い
・

念
力
か
ら
最
も
遠
い
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
が
消
え
た
と
き
に
、

初
め
て
本
当
の
祈
り
が
始
ま
る
の
だ
と
言
え
る
。

ま
た
、
祈
り
は
「
心
の
内
な
る
出
来
事
」
で
は
な
い
。
よ
り
正
確
に
は
、

祈
り
は
心
の
内
な
る
出
来
事
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
現
実
に
積
極
的
に
関

与
し
て
世
界
を
変
え
る
行
為
で
あ
る
。
通
常
、「
心
の
内
な
る
出
来
事
」

は
、
自
分
以
外
の
誰
も
中
を
覗
き
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
心
的
過
程
と
了

解
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
内
な
る
心
の
働
き
は
現
実
世
界
に
影
響
を

与
え
な
い
と
す
る
予
断
が
あ
る
が
、
身
も
心
も
現
実
だ
と
す
れ
ば
、
心
の

働
き
も
現
実
世
界
の
構
成
に
関
与
す
る
は
ず
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
を
改

変
し
う
る
も
の
と
考
え
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
仏
教
思
想
で

は
、
身
業
・
口
業
・
意
業
と
い
う
三
つ
の
業カ

ル
マ（

行
為
）
を
想
定
し
て
お
り
、

心
の
内
な
る
出
来
事
は
、
意
業
と
い
う
正
真
正
銘
の
行
為
で
あ
る
。

で
は
、
祈
り
の
ネ
ガ

0

0

か
ら
ポ
ジ

0

0

へ
反
転
す
る
と
き
、
如
何
な
る
光
景

が
眼
前
に
展
開
す
る
だ
ろ
う
か
。
祈
り
の
ポ
ジ
は
、「
い
の
り
」
の
語
源

か
ら
捉
え
る
の
が
最
も
分
か
り
や
す
い（

18
）。

語
源
に
は
諸
説
あ
る
も
、「
い

の
り
」
の
語
構
成
が
「
い
」+

「
の
り
」
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い

な
い
。
そ
の
原
義
は
「
い
（
息=

生
命
力
、
斎=

神
聖
）」
を
「
の
（
宣
）

り
」
出
す
こ
と
、
つ
ま
り
「
生
命
の
宣
言
」
と
解
す
る
の
が
最
も
妥
当
で

あ
る
。「
い
の
り
」
が
「
生
命
の
宣
言
」
だ
と
す
れ
ば
、
従
来
の
祈
り
理

解
は
放
棄
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。「
い
の
り
」
は
、「
い
（
息
）」
と
不
可
分

で
あ
る
以
上
、
生
き
て
い
る
全
て
の
人
間
が
関
与
し
て
い
る
事
柄
で
あ
る
。

祈
り
は
、
宗
教
の
専
売
特
許
か
ら
万
人
へ
と
解
放
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
ま
息
を
し
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
存
（existence

）
と
い

う
が
、
こ
の
実
存
に
は
、
そ
れ
単
独
で
は
決
し
て
自
己
完
結
し
な
い
と
い
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う
特
性
が
あ
る
。
経
験
の
断
片
性
、
人
生
の
未
完
結
性
、
他
者
か
ら
の
孤

立
性
な
ど
、
一
種
構
造
的
不
備
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
設
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
一
回
限
り
の
人
生
で
は
自
己
完
結
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
実
存
は
、
絶
対
的
な
も
の

0

0

0

0

0

0

と
の
不
可
分
な
関
係
を
再
認
識
し
た
り
自

覚
し
た
り
す
る
と
き
、
そ
の
構
造
的
不
備
が
癒
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
絶
対
的
な
も
の

0

0

0

0

0

0

と
の
関
係
を
意
識
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
実
存
の
位
置
づ
け
が
変
容
を
被
っ
て
、
そ
れ
自
身
が
絶
対
的

な
も
の
が
働
く
場
へ
と
転
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
実
存
の
質
的
変

容
や
認
識
の
転
換
に
お
い
て
、「
い
の
り
」
は
、
決
定
的
な
役
割
を
果
た

す
も
の
と
見
ら
れ
る
。

祈
り
の
動
態
を
考
察
す
る
と
き
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
契
機
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
実
存
的
自
我
の
態
勢
を
一
旦
放

棄
す
る
自
己
捨
離

0

0

0

0

の
契
機
が
あ
る
。
自
我
の
ま
ま
で
祈
る
こ
と
は
、
欲
望

や
執
着
が
絡
み
つ
い
て
い
る
以
上
、
原
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

従
来
の
自
我
の
態
勢
を
一
旦
解
除
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ぎ
に
、
絶
対
的

0

0

0

な
も
の
へ
意
識
を
方
向
づ
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

契
機
が
不
可
欠
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
観
の

転
換
で
あ
る
。
我
々
の
意
識
を
宇
宙
の
中
心
、
存
在
の
中
心
へ
自
覚
的
に

向
け
返
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
絶
対
的
な
も
の
と
の
統
一
か
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

実
存
の
場
へ
返
る

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
契
機
が
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
契

機
を
欠
け
ば
、
祈
り
は
他
者
や
世
界
と
の
関
係
を
見
失
っ
て
、
た
だ
求
心

的
な
精
神
空
間
に
籠
も
る
よ
り
他
は
な
い
。
要
す
る
に
、
ま
ず
自
己
捨
離

し
て
古
い
自
我
の
態
勢
を
解
除
し
、
つ
ぎ
に
絶
対
的
な
も
の
と
の
統
一
を

再
認
・
自
覚
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
絶
対
的
な
も
の
が
働
く
場
へ
と
実
存
が

変
容
す
る
わ
け
で
あ
る
。
祈
り
に
お
い
て
絶
対
的
な
も
の
を
中
核
に
、
意

識
の
求
心
運
動
と
遠
心
運
動
と
が
統
合
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
祈

り
理
解
の
立
場
か
ら
は
、
有う

の
祈
り
、
無
の
祈
り
、
い
の
り
（
生
宣
り
）

と
い
う
祈
り
の
三
局
面
が
識
別
可
能
で
あ
る（

19
）。

有
の
祈
り
は
、
自
己
を
陶

冶
し
つ
つ
、
人
格
的
超
越
者
と
内
的
対
話
を
行
な
う
一
神
教
に
典
型
的
な

祈
り
で
あ
り
、
無
の
祈
り
〔
瞑
想
・
黙
想
な
ど
〕
は
、
我
執
を
言
葉
と
と

も
に
捨
て
去
り
無
我
の
極
限
へ
収
斂
し
て
行
く
祈
り
で
あ
る
。
ま
た
、
い

の
り
は
、
生
命
の
根
源
の
響
き
が
本
然
の
ま
ま
自
我
を
貫
い
て
顕
わ
に
な

る
祈
り
で
あ
る
。
ど
の
祈
り
に
も
こ
れ
ら
三
局
面
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

力
点
の
置
き
方
の
違
い
で
多
様
な
差
異
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
祈
り
を
生
命
の
宣
言
と
見
る
立
場
で
は
、
宗
教
の
枠
組
み

か
ら
祈
り
を
解
放
す
る
こ
と
、
全
て
の
人
に
祈
り
が
必
須
で
あ
る
こ
と
が

導
か
れ
る
。
祈
り
（
生
宣
り
）
の
語
源
に
即
せ
ば
、
生
き
る
こ
と
と
祈
る

こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
同
一
の
事
態
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
祈
り
は
特
殊

な
宗
教
者
が
特
殊
な
機
会
に
行
な
う
特
殊
な
宗
教
的
行
為
で
あ
る
よ
り

も
、
生
き
て
い
る
限
り
、
人
間
の
自
然
本
性
に
由
来
す
る
行
為
と
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
我
々
は
自
然
に
息
を
す
る
よ
う
に
、
自
然
に
祈
る
。
自
然

な
呼
吸
に
同
期
し
て
、
生
命
の
響
き
に
自
覚
的
に
平
和
や
感
謝
の
言
葉

を
乗
せ
た
も
の
、
そ
れ
が
祈
り
に
他
な
ら
な
い
。
願
い
の
定
式
が
「
私

は
、
誰
か
の
た
め
に
、
何
事
か
を
、
願
う
」
だ
と
す
れ
ば
、
祈
り
の
定
式

は
「
祈
り
が
、（
誰
か
の
た
め
に
）（
何
事
か
を
）
祈
る
」
と
変
容
す
る
だ
ろ

う
。「
私
」
は
祈
り
の
主
体
で
は
な
く
、
飽
く
ま
で
も
祈
り
の
機
縁

0

0

に
と

ど
ま
る
。「
念
仏
が
念
仏
申
す
」
と
徹
見
し
た
の
は
、
捨
聖
・
一
遍
上
人
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で
あ
っ
た（

20
）。「

誰
か
の
た
め
」
は
、
祈
り
の
対
象
が
生
き
と
し
生
け
る
も

の
一
切
に
拡
が
っ
て
消
え
失
せ
、「
何
事
か
」
は
、
祈
り
に
よ
っ
て
実
現

す
る
の
で
は
な
く
、
祈
り
そ
れ
自
体
が
何
事
か
の
端
的
な
実
現
と
な
る
境

位
で
雲
散
霧
消
す
る
。
祈
り
は
目
的
達
成
の
手
段
で
は
な
く
、
目
的
そ
れ

自
体
の
成
就
な
の
で
あ
る
。

3 -2

	

祈
り
と
し
て
の
心
身
変
容	

─
人
間
の
存
在
構
造
全
体
を
視
野
に
入
れ
て

祈
り
の
変
容
は
、
他
方
「
祈
り
と
し
て
の
心
身
変
容
」
で
も
あ
る
。

5W
s and 1H

を
祈
り
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
以
下
の
六
つ
の
問
い

が
立
て
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、（
1
）
誰
が
祈
る
か
、（
2
）
何
を
祈
る
か
、

（
3
）
い
つ
祈
る
か
、（
4
）
ど
こ
で
祈
る
か
、（
5
）
な
ぜ
祈
る
か
、（
6
）

如
何
に
祈
る
か
で
あ
る
。
以
上
の
問
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
心
身
変
容
に
関
わ

る
が
、
最
も
顕
著
に
そ
の
関
わ
り
が
観
察
で
き
る
の
は
、
最
後
の
問
い

で
あ
ろ
う
。「
如
何
に
祈
る
か
」
に
関
し
て
は
、
祈
り
の
際
の
心
身
の
姿

勢
と
同
時
に
、
そ
こ
で
用
い
る
言
葉
、
特
に
定
型
の
祈
り

0

0

0

0

0

が
重
要
と
な

る
。
な
ぜ
定
型
の
祈
り
が
効
力
を
発
揮
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
定
型
の
祈
り

で
は
、
あ
れ
こ
れ
思
い
煩
う
必
要
は
な
く
、
た
だ
そ
の
言
葉
を
唱
え
さ
え

す
れ
ば
よ
い
。
こ
の
思
考
の
経
済
・
節
約
が
、
祈
り
の
頻
度
を
高
め
る
こ

と
に
貢
献
す
る
。
ま
た
、
現
に
発
声
さ
れ
る
場
合
、
意
業
と
し
て
の
み
な

ら
ず
、
口
業
や
身
業
と
し
て
も
現
実
世
界
に
そ
の
固
有
振
動
数
を
波
及
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
具
体
的
に
心
身
の
何
が
0

0

そ
し
て
如
何
に

0

0

0

変
容
す
る
の
か
。
前
述

の
人
間
の
存
在
構
造
の
多
次
元
的
重
層
性
を
想
い
起
こ
そ
う
。
人
間
存
在

は
、
生
命
力
の
ベ
ク
ト
ル
と
物
質
的
素
材
の
ベ
ク
ト
ル
の
和
で
あ
る
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
生
命
力
の
ベ
ク
ト
ル
は
、
広
義
の
認
識
様
態
を
含

む
精
神
現
象
と
し
て
顕
現
す
る
。
他
方
、
物
質
的
素
材
の
ベ
ク
ト
ル
は
、

世
界
や
身
体
の
構
成
要
素
と
し
て
存
在
様
態
の
違
い
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
仏
教
で
は
人
間
存
在
は
五
蘊

0

0

─
色
〔
物
質
〕、
受
〔
感
受
〕、
想

〔
感
情
想
念
〕、
行
〔
潜
在
的
形
成
力
〕、
識
〔
認
識
了
別
〕

─
か
ら
な

る
と
説
い
て
い
る
。
一
般
に
色
が
身
体
現
象
、
受
想
行
識
が
精
神
現
象
を

指
す
と
解
さ
れ
る
が
、
存
在
様
態
が
認
識
様
態
と
不
可
分
の
関
係
を
成
す

こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
色
も
認
識
様
態
の
「
感
覚
」
を
指
す
も
の
と
理
解

で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
五
蘊
の
全
て
は
認
識
様
態
を
意
味
す
る
こ
と
に

な
る
か
ら
、
存
在
様
態
と
し
て
は
五
大

0

0

─
世
界
や
身
体
の
構
成
要
素

で
あ
る
地
・
水
・
火
・
風
・
空

─
の
用
語
を
使
う
の
が
好
都
合
で
あ

る
。
そ
の
五
大
が
、
生
命
力
と
結
び
つ
く
と
き
に
構
成
力
を
獲
得
し
て
疎

密
様
々
な
身
体
と
し
て
現
象
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

21
）。

心
身
の
何
が

0

0

変
容
す
る
の
か
に
関
し
て
は
、
い
ま
述
べ
た
認
識
様
態
と

し
て
の
五
蘊
が
変
容
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
五
蘊
が
如
何
に

0

0

0

変
容
す
る
か

は
、
た
と
え
ば
色
が
鮮
烈
・
透
明
に
な
り
、
受
が
快
不
快
を
感
受
す
る
感

性
が
増
し
、
想
が
突
如
襲
来
せ
ず
に
制
御
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、
純
粋

で
豊
か
な
情
緒
と
な
り
、
行
が
堅
固
な
意
志
に
よ
っ
て
明
瞭
な
将
来
像

を
結
び
、
概
念
は
意
識
に
明
晰
判
明
と
な
る
の
で
あ
る
。
五
蘊
の
変
容

は
、
祈
り
の
つ
ど
様
々
な
度
合
い
で
様
々
な
範
囲
に
及
ぶ
は
ず
だ
が
、
そ
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の
認
識
様
態
の
変
容

0

0

0

0

0

0

0

は
、
そ
れ
と
不
可
分
な
存
在
様
態
の
変
容

0

0

0

0

0

0

0

を
必
然
的

に
伴
う
。
五
大
の
実
質
が
根
源
か
ら
変
質
し
て
、
身
体
全
体
の
統
一
性
と

調
和
が
増
大
し
、
部
分
と
全
体
の
関
係
が
よ
り
緊
密
に
統
合
さ
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
大
き
な
変
容
は
、
五
蘊
を
貫
い
て
直
観
知

（
直ヌ
ー
ス覚
、
神
グ
ノ
ー

智シ
ス
、
般
若
、
無
分
別
智
な
ど
）
が
顕
わ
に
な
っ
て
五
蘊
全
体
を

根
源
的
に
統
括
す
る
事
態
が
生
起
す
る
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
質
的
変
容
を
可
能
な
ら
し
め
る
秘
鍵
は
、
何
処
に
あ

る
の
か
。
定
型
の
祈
り

0

0

0

0

0

に
あ
る
、
と
い
う
の
が
我
々
の
見
解
で
あ
る
。
定0

型
の
祈
り

0

0

0

0

の
効
力
は
、
前
述
の
理
由
以
外
に
も
、
言
霊
・
真
言
、
詠
歌
、

言
語
行
為
、
大
宇
宙
と
小
宇
宙
の
象
徴
な
ど
の
観
点
か
ら
説
明
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
簡
単
に
概
要
を
示
せ
ば
、
言
霊
と
は
、
言=

事
の

定
式
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
言
葉
と
出
来
事
（
行
為
）
が
一
致
す
る
と
い

う
観
念
に
基
づ
く
思
想
だ
が
、
そ
こ
で
は
言
葉
の
発
生
、
出
来
事
の
出

し
ゅ
つ

来ら
い

、

霊
性
の
開
顕
が
同
時
に
成
立
す
る
、
つ
ま
り
言=

事=
霊
と
い
う
三
項

円
融
が
成
立
す
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
定
型
の
祈
り

0

0

0

0

0

の
言
葉
が
発
現

す
る
こ
と
、
そ
の
言
葉
と
し
て
物
事
が
出
来
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
言=

事
の
事
態
全
体
が
、
霊
性
の
開
顕
に
お
い
て
現
成
す
る
の
で
あ
る
。
オ

ン
・
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
・
ソ
ワ
カ
な
ど
の
真
言
の
場
合
も
同
様
で
、
言
葉

は
意
思
伝
達
の
手
段
の
役
割
を
超
え
て
、
多
様
な
世
界
を
言
語
的
に
造
形

す
る
創
造
原
理
と
な
る
。
詠
歌
の
よ
う
に
、
律
動
を
生
命
と
す
る
言
の
葉

の
場
合
、
呼
吸
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
言
葉
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
引
き
取
ら

れ
る
。
五
音
・
七
音
な
ど
は
、
呼
気
の
リ
ズ
ム
に
乗
り
や
す
く
、
言
葉
の

鋳
型
の
中
に
人
々
の
荒
ぶ
る
想
い
が
回
収
さ
れ
鎮
魂
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
言
語
行
為
論
の
観
点
か
ら
は
、
言
葉
を
話
す
こ
と
に
お
い
て

0

0

0

0

行

為
を
な
す
発
話
内
行
為
（illocutionary act

）
の
中
に
祈
り
の
言
葉
の
特

性
を
観
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
世
界
平
和
を
祈
る
と
き
、

「
世
界
が
平
和
で
あ
れ
」
と
祈
願
の
言
語
行
為
を
遂
行
し
つ
つ
、
同
時
に

「
世
界
が
平
和
で
あ
る
」
こ
と
が
端
的
に
実
現
す
る
と
見
ら
れ
る
。
平
和

の
祈
願
と
平
和
の
実
現
が
同
時
に
成
就
す
る
の
で
あ
る
。
平
和
の
祈
願
は
、

平
和
不
在
の
現
実
認
識
を
踏
ま
え
て
い
る
た
め
、
平
和
不
在
を
陰
画
的
に

意
識
化
さ
せ
る
一
方
で
、
そ
の
祈
り
と
と
も
に
平
和
が
祈
願
を
超
え
て
現0

実
に

0

0

実
現
す
る
の
で
あ
る
。
発
話
内
行
為
が
、
二
重
の
仕
方
で

0

0

0

0

0

0

遂
行
さ
れ

る
の
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。
さ
ら
に
、
大
宇
宙
や
小
宇
宙
が
象
徴
的
に
定

型
の
祈
り
に
結
実
し
て
お
り
、
そ
の
象
徴
を
中
心
に
言
葉
が
磁
化
さ
れ
る
。

「
キ
リ
エ
・
エ
レ
イ
ソ
ン
（
主
よ
、
憐
れ
み
た
ま
え
）」
は
、「
憐
れ
み
た
ま

え
」
と
祈
る
一
切
が
、
宇
宙
の
創
造
「
主
」
に
収
斂
す
る
。「
ラ
ー
・
イ

ラ
ー
ハ
・
イ
ッ
ラ
ッ
ラ
ー
」
は
、
ア
ッ
ラ
ー
の
他
に
神
は
な
く
、
万
物
の

被
造
性
は
全
て
神
の
唯
一
性
に
帰
趨
す
る
。「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
念
仏

は
、「
南
無
」
と
帰
命
す
る
心
と
無
限
の
光
明
・
寿
命
で
あ
る
「
阿
弥
陀

仏
」
の
機
法
一
体
不
二
を
そ
の
つ
ど
再
認
せ
し
め
ず
に
は
お
か
な
い
。
こ

う
し
て
、
定
型
の
祈
り

0

0

0

0

0

で
は
、
上
述
し
た
諸
要
因
に
よ
っ
て
コ
ヒ
ー
レ
ン

ト
な
（
周
波
数
と
位
相
の
揃
っ
た
）
波
動
が
出
現
し
、
他
に
及
ぼ
す
影
響

力
は
比
類
な
く
強
力
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

祈
り
と
し
て
の
心
身
変
容
の
効
果

0

0

に
関
し
て
は
ど
う
か
。「
祈
る
だ
け

で
は
駄
目
で
、
行
動
せ
よ
」
と
い
う
声
も
未
だ
に
聞
か
れ
る
が
、
し
か
し

実
は
、
祈
り
の
治
癒
効
果
や
意
識
が
及
ぼ
す
現
実
的
効
果
に
関
す
る
科
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学
的
研
究
は
、
枚
挙
に
暇
が
な
い（

22
）。

ラ
ン
ド
ル
フ
・
バ
ー
ド
、
ハ
ー
バ
ー

ト
・
ベ
ン
ソ
ン
、
ラ
リ
ー
・
ド
ッ
シ
ー
、
デ
ィ
ー
パ
ッ
ク
・
チ
ョ
プ
ラ
、

ハ
ロ
ル
ド
・
コ
ー
ニ
ッ
ク
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ
ィ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
、
村
上
和

雄
、
有
田
秀
穂
ら
の
研
究
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
祈
り
の
心
身
変
容

効
果
を
科
学
的
に
説
明
す
る
有
力
な
理
論
候
補
と
し
て
は
、
ア
ー
ヴ
ィ

ン
・
ラ
ズ
ロ
の
「
ア
カ
シ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド
」
説
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ポ

ラ
ッ
ク
の
「
第
四
の
水
の
相
」
仮
説
な
ど
が
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
本
論
前
半
で
述
べ
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
や
マ
ル
セ
ル
の
心
身
論

は
、
本
論
後
半
で
論
じ
た
祈
り
の
変
容
と
決
し
て
無
関
係
で
は
な
い
。
ベ

ル
ク
ソ
ン
の
「
私
の
身
体
」
に
創
造
的
情
動
や
意
志
の
不
確
定
性
を
回
復

さ
せ
る
と
、
そ
れ
は
持
続
の
質
的
差
異
を
内
蔵
し
た
多
次
元
的
な
重
層
構

造
を
現
わ
す
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
マ
ル
セ
ル
の
「
私
の
身
体
」
も
、
旅

す
る
実
存
者
と
し
て
存
在
を
望
郷
す
る
巡
歴
の
内
に
、
確
か
に
隠
れ
た
次

元
の
存
在
が
予
感
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
神
秘
家
の
非
日
常
的

体
験
や
心
霊
研
究
の
報
告
か
ら
、
身
体
の
隠
れ
た
次
元
の
存
在
を
認
識
し

て
い
た
し
、
マ
ル
セ
ル
も
実
存
を
強
靱
な
思
索
で
掘
り
下
げ
た
の
み
な
ら

ず
、
自
ら
試
み
た
超
心
理
学
的
実
験
に
よ
っ
て
隠
れ
た
身
体
の
一
端
を
覗

き
見
て
い
た
。
両
者
に
よ
る
心
身
論
の
延
長
線
上
で
垣
間
見
ら
れ
た
の
は
、

心
身
関
係
の
隠
れ
た
次
元

0

0

0

0

0

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
心
身
分
離
説
と
心
身
統
合

説
と
い
う
、
一
見
す
る
と
相
反
す
る
心
身
関
係
の
見
方
が
矛
盾
な
く
統
一

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

心
身
分
離
説
と
心
身
統
合
説
を
統
一
す
る
理
論
的
可
能
性
は
、
ど
こ
に

見
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
心
身
の
二
項
対
立
を
廃
し
て
、
心
が

0

0

身
体
で
あ
る

0

0

0

0

0

と
い
う
認
識
へ
と
発
想
の
転
換
を
図
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
の
見
解
は
、
身
心
一
如
の
主
張
と
も
異
な
る
。
心
身
は
不
可

分
の
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
な
お
そ
の
心
身
に
幾
つ
か
の
分
節
や
次
元
が

存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
見
方
で
あ
る
。
前
述
の
五
蘊
の
言
葉
を
使
え
ば
、

色
・
受
・
想
・
行
・
識
と
い
う
心
の
認
識
様
態
は
、
そ
の
広
義
の
意
識
の

志
向
性
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
於
い
て
地
・
水
・
火
・
風
・
空

の
存
在
様
態
を
有
す
る
身
体
と
し
て
五
重
の
仕
方
で
現
象
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
世
界
と
の
関
係
を
疎
密
・
強
弱
様
々
に
切
り
結
ぶ
の
で
あ
る
。

心
身
変
容
は
、
原
理
的
に
は
如
何
な
る
瞬
間
に
も
生
じ
う
る
が
、
そ
れ
が

一
際
鮮
や
か
な
転
換
を
見
せ
る
の
が
、
祈
り
や
瞑
想
に
他
な
ら
な
い
。
繰

り
返
す
が
、
祈
り
を
通
し
て
心
身
変
容
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
。
祈
り
そ

れ
自
体
が
心
身
変
容
の
端
的
な
実
現
で
あ
る
。
祈
り
は
、
そ
の
よ
う
な
心

身
変
容
を
認
識
論
的
に
も
存
在
論
的
に
も
も
た
ら
す
現
実
的
行
為
と
し
て
、

根
本
か
ら
捉
え
返
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
て
、
心
身
論
は
、
祈
り
と
し
て
の
心
身
変
容
を
も
射
程
内
に
収

め
る
ほ
ど
に
拡
大
・
深
化
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
心
身
論
で
問
う
べ
き
は
、

二
項
対
立
的
な
心
身
関
係
で
は
な
い
。
心
身
関
係
は
、
二
項
対
立
で
も
二

項
融
合
で
も
な
く
、
心
が
身
体
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

よ
う
な
、
認
識
と
存
在
が
瞬
時
に

相
即
す
る
地
平
か
ら
把
握
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
そ
の
認
識
に
到
達

す
る
と
き
、
我
々
自
身
が
蔵
す
る
途
方
も
な
く
深
い
存
在
論
的
な
奥
行
き

と
、
そ
の
心
身
関
係
の
重
層
的
な
構
造
と
機
能
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
生

の
根
拠
が
顕
わ
に
な
る
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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